
千歳川放水路計画中止と代替案の検討
一検討委員会 はどのように機能 したか

仁大木
ヒ
h
"

育

曲

くまき・ひろひと
㈹北海道自然保護協会常務
理事
社会問題研究所主宰(市 民
の視点から社会問題を分析)
元北海道電力株式会社勤務
(全道の水・火力発電所の
計画・運用担当)
第二種電気主任技術者

は

じ

め

に

石
狩
川
の
治
水
計
画
の
ひ
と

つ
で
あ
る
千
歳
川
放
水
路

計
画
は
、
自
然
保
護

・
市
民
団
体
や
漁
業
組
合
の
反
対
に

よ
り
頓
挫
し
た
。

事
業
主
体

で
あ
る
北
海
道
開
発
局
は
、
北
海
道
庁
に
判

断
を
預
け
た
が
、
知
事
の
私
的
諮
問
機
関

で
あ
る

「千
歳

川
流
域
治
水
対
策
検
討
委
員
会
」
が
千
歳
川
放
水
路
計
画

の
中
止
を
決
定
し
た
。

そ
の
答
申
を
受
け
て
、
北
海
道
開
発
局
と
北
海
道
庁
が

事
務
局
と
な

っ
て
立
ち
上
げ
た

「
千
歳
川
流
域
治
水
対
策

全
体
計
画
検
討
委
員
会
」
が
代
替
案
の
検
討
を
重
ね
、
第

十
九
回
委
員
会

(
二
月
五
日
開
催
)

に
お
い
て
小
林
委
員

長
か
ら
提
案
さ
れ
た

「委
員
会
の
結
論

(案
)
」
1
堤
防

強
化

(遊
水
地
併
用
)
案
1
が
承
認
さ
れ
、

一
応

の
決
着

を
見
た
。

し
か
し
、
委
員
会
の
運
営
は
容
易
な
も
の
で
は
な
か

っ

た
。こ
れ
ら
の
委
員
会

の
議
論
を
通
し
て
思

っ
た
こ
と
、
特

に
有
害
な
役
割
を
果
た
し
た
河
川
工
学
(担
当
委
員
)
の
発

言

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
経
過
報
告
と
併
せ
て
明
ら
か

に
し
た
い
。

(注
)
委
員
会
の
人
選
は
行
政
の
裁
量
に
よ
る
も
の
で
、

学
識
者
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。

一
、
河
川
工
学
の
果
た
し
た
有
害
な
役
割

非
協
力
的
な
河
川
工
学

非
公
開
で
開
催
さ
れ
て
い
た
山
田
委
員
会

(千
歳
川
流

域
治
水
対
策
検
討
委
員
会
)
が
、
初
あ
て
公
開

(第
十

一

回
委
員
会
)
さ
れ
た
と
き
、
非
協
力
的
な
二
人
の
河
川
工

学

(担
当
委
員
)

の
発
言
を
聞
い
て
仰
天
し
た
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
そ
れ
は
千
歳
川
放
水
路
計
画
を
推

進
し
た
い
河
川
行
政

へ
の
追
従
と
、
そ
れ
に
伴
う
代
替
案

潰
し
に
つ
き
る
。

た
と
え
ば
、
委
員
長
か
ら
代
替
案

に
つ
い
て
の
考
え
を

聞
か
れ
る
と

「千
歳
川
放
水
路
計
画
以
外
は
思
い
浮
か
ば

な
い
」
と
応
え
る
。

ま
た
、
千
歳
川
の
流
下
能
力
に

つ
い
て
聞
か
れ
る
と
、

も
う

一
人
の
河
川
工
学
は

「境
界
条
件
が
分
か
れ
ば
簡
単

に
計
算
で
き
る
」
と
答
え
た
が
、
委
員
長
が

「
素
人
な
の

で
境
界
条
件
の
意
味
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
欲
し
い
」

と
頼
ん
だ
と
き

「境
界
条
件
と
は

(少
し
間
を
お
く
)
境

界
条
件
と
い
う
こ
と
だ
」
と
応
え
る
。
こ
れ
ら
は
答
え
と

言
え
る
様
な
代
物

で
は
な
い
。

河
川
工
学
が
こ
の
よ
う
な
態
度
で
は
委
員
会
は
成
り
立

つ
は
ず
も
な
い
。
委
員
長
が
拡
大
会
議
を
提
案
し
た
の
は
、

極
め
て
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

千
歳
川
の
流
下
能
力
の
計
算
デ
ー
タ

こ
の
デ
ー
タ
は
、
流
域
の
遊
水
地
規
模
設
定
に
か
か
わ

る
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
河
川
工
学
は
最
後
ま

で
そ
の
デ
ー
タ
を
提
出
す
る
こ
と
は
無
か

っ
た
。

こ
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
小
林
委
員
会

(千
歳
川
流

域
治
水
対
策
全
体
計
画
検
討
委
員
会
)
と
自
然
保
護

・
市

民
団
体
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
熊
木
が
試
算
デ
ー

タ
を
提
示
、
「堤
防
の
強
化
、
嵩
上
げ

に
よ

っ
て
千
歳
川

の
計
画
水
位

(上
限
水
位
)
を
高
く
設
定
す
れ
ば
、
流
下

能
力
が
増
大
す
る
た
め
、
遊
水
地
の
規
模
を
縮

小
で
き
る
」

と
説
明
し
て
い
る
。

石
狩
川
の
河
口
部
シ
ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
の
効
果

山
田
委
員
会
で
手
に
入
れ
た
開
発
局
の
デ
ー
タ
に
よ

っ

て
、
河
口
部
シ
ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
に
よ
る
千
歳
川
合
流
点
水

位
は
、
河
道
を
五
十
五

㎝
切
り
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

一

m
下
が
る
事
が
分
か

っ
た
。

五
十
五

㎝
と
い
う
数
字
は
、
河
床
勾
配
が

一
/
七
、
五

〇
〇
の
河
道
を
四
、
○
○
O

m
短
縮
す
る
の
に
合
わ
せ
た
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〈資料1第19回 小 林 委 員 会 決 定〉

委 員 会 の 結 論

① 先の委員会において検討すべきとされていた合流点対策案にっいては、江別市

のまちづくりや内水面漁業、農業への影響等、社会的要因 ・環境要因に大きな課

題を抱えており、合意形成の観点から難しいと考える。

② 新遠浅川案は、流域外への洪水処理の負担量や、漁業、自然環境への影響等、

社会的要因 ・環境要因に係る課題が午歳川放水路計画に比べて大きく改善されて

おり、また、他の代替案に比べ、内水や超過洪水対応を含めた治水効果が最も優

れていることから、流域の将来をも考えた河川の全体計画としては、これを選択

することが望ましい。

しかしながら、漁業関係者や自然環境保護団体等の関係者に対し、十分な説得

材料を提示するには至 らなかった。 したがって、これら関係者の早期の合意は困

難であり、実行可能性や完成までの効果の発現等を考えれば、現時点で取り得る

対策とは言えない。

③ 一方、堤防強化(遊 水地併用)案 は、他の代替案に比べて内水被害の軽減効果

が小さい等、治水効果に係る課題や、これに対する千歳川流域関係者の理解とい

う観点での課題を抱えているが、他の代替案に比べて漁業影響や自然環境への影

響が小さい。

また、千歳川においては、現況堤防が貧弱な状態ながら現に高いために、抜本

的な治水対策が実施できなければ、将来とも洪水時には水位が上がって危険な状

況が継続するという改修経緯、特殊事情を抱えている。

これらを考慮し、現時点で実行可能で早期に着手できる治水対策を決定すると

すれば、高い水位に耐えられるよう現況堤防の強化を図り、現況よりも順次安全

度を高めていける対策である堤防強化(遊 水地併用)案 を選択すべきと考える。

④ 千歳川流域の内水対策にっいては、堤防強化(遊 水地併用)案 による外水対策

を前提とし、内水調整池の整備や内水ポンプの増強等、具体の対策を早期に実施

できるよう、国、道、地元自治体等、流域内の関係機関が各々の役割分担のもと

に強く連携し、協議の場を設置する等して、総合的かっ精力的に取り組んでいく

べきである。

⑤ 河川審議会の中間答申も踏まえ、治水安全度1/100の 外水対策に併せ、整備

途上においてや超過洪水に対して、流域内で洪水被害を最小にするため、情報伝

達体制や避難計画等の整備、水害に強い土地利用等、千歳川流域の特性に応 じた

適切な流域対策にっいて、さらに検討、充実させていくべきである。

も
の
で
あ
る
。

言
い
替
え
れ
ば
、
河
口
の
河
床
高
を
現
計
画
に
合
わ
せ
、

河
床
勾
配
を
同
じ
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
小
林
委
員
会
の
意
見
交
換
会
に
お

い
て
そ
の
理
論
的
根
拠
を
説
明
し
た
が
、
河
川
工
学
か
ら

の
反
論
は
な
か

っ
た
。

山
田
委
員
会
で
は
、
河
川
工
学
が

「効
果

は
な
い
」
と

説
明
し
た
が
、
そ
れ
は

「河
道
の
切
り
下
げ
を
し
な
い
」

と
い
う
条
件
下
で
の
話
だ

っ
た
。

そ
の
こ
と
が
、
あ
と
か
ら
手
に
入
れ
た
開
発
局
の
デ
ー

タ
に
よ

っ
て
確
認
で
き
た
の
で
、
改
め
て

「河
道
の
五
十

五

㎝
切
り
下
げ
た
場
合
の
検
討
」
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、

河
川
工
学
は

「効
果
が
な
い
と
い
う
説
明
済
み
で
あ
る
」

と
い
う
真

っ
赤
な
嘘
の
発
言
を
し
た
。

公
開
の
場
で
、
土
木
関
係
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
地
方

自
治
体

の
河
川
担
当
者
、
若
い
研
究
者
、
様
々
な
人
た
ち

が
傍
聴
し
て
い
た
。

特
に
若
い
人
た
ち
へ
の
悪
影
響
が
心
配
で
あ

っ
た
。
こ

の
河
川
工
学
は
学
生
に
ど
の
よ
う
な
講
義
を
し
、
ど
の
よ

う
な
指
導
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

山
田
委
員
長
は
、
真

っ
赤
な
嘘

の
発
言

で
あ

っ
て
も
、

河
川
工
学
担
当
委
員

の
発
言

で
あ
る
た
め
、
採
用
せ
ざ
る

〈資料2藤 間、出村委員は山田委員会委員を歴任〉

千歳川流域治水対策全体計画検討委員会委員名簿

氏 名 所 属 等 専門分野

小林 好宏 委 員 長 札 幌 大 学 教 授 経 済

藤間 聡 副委員長 室 蘭 工 業 大 学 教 授 河川工学

荒木 和秋 委 員 酪 農 学 園 大 学 教 授 農 業

小川 巌 委 員 エ コ ・ネ ッ トワ ー ク 代 表 環 境

黒木 幹男 委 員 北 海 道 大 学 助教授 河川工学

佐藤 馨一 委 員 北 海 道 大 学 教 授 地域計画

出村 克彦 委 員 北 海 道 大 学 教 授 農 業

三田地利之 委 員 北 海 道 大 学 教 授 地盤工学

山内 晧平 委 員 北 海 道 大 学 教 授 水 産

を
得
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

堤
防
の
嵩
上
げ
に
つ
い
て

「河
川
法
や
技
術
基
準

に
よ

っ
て
、
堤
防
の
高
さ
を
今

以
上
に
は
出
来
な
い
」
と
い
う
嘘
の
発
言
も
あ

っ
た
。
前

後
の
話
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
余
裕
高
と
の
混
同

で
は

あ
り
得
な
い
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
代
替
案
潰
し
に
走
り
す
ぎ
て
道
を

誤

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

開
発
局
な
ら
、
必
ず

「言
い
訳
の
で
き
る
言
い
方
」
を

す
る
の
だ
が
、
生
兵
法
は
怪
我
の
も
と
で
、
開
発
局
と
同
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北海道開発局からの提案〉〈資料3

「水位を下げないで行う対策」について

01/100計 画規模の洪水が流れても旧計画水位を上回 らな

いことを目標とし、当該水位に対して安全な堤防となるよ

う現況堤防の強化を図る。

○実施内容

・千歳川の低水路幅を60mと す るたあの拡幅 ・凌深

・千歳川遊水地の建設(面 積の目安として18k㎡を上回 らな

い規模)

・旧計画水位に対応 した堤防強化

・石狩川か らの逆流防止を目的とした締切水門の建設

○遊水地の設置により、1/100計 画規模の洪水が流れても、

放水路計画以前の旧計画水位より低 く抑える。

○堤防強化に際しては、基盤が軟弱であることから大改修と

なるが、軟弱な地盤の基礎処理等により、できる限 り現況

堤防を活かして実施。

○この対策の結果として、石狩川の計画 ピーク流量は増大 し

ない。

○合流点対策や新遠浅川方式等の 「水位低下が図れる対策」

に比べ、外水面 ・内水面ともに課題がある。

じ

よ

う

に
発

言

し

た

つ
も

り

で
も

、

微

妙

に
ち

が

っ
て
お

り
、

嘘

に

な

っ
て
し

ま

う

の

で
あ

る
。

(
注

)

開

発

局

は

「
バ

ッ
ク
堤

」

を
検

討

し

て
い

る
が
、

こ
う

し

た
発

言

は
全

く
無

い
。

ニ

ミ
ニ
放
水
路
計
画

(新
遠
浅
川
案
)
の
果
た
し
た
有

害
な
役
割

千
歳
川
流
域
の
自
治
体
が
、
流
域
外
対
策
を
希
望
す
る

大
き
な
理
由
の
ひ
と

つ
は

「自
分
た
ち
の
犠
牲
を
少
な
く

し
た
い
」
と
言
う
も
の
で
あ
る
。

山
田
委
員
会
が
ミ
ニ
放
水
路
計
画

(新
遠
浅
川
案
)
を

残
し
た
た
め
に
、
自
己
流
域
内
の
治
水
対
策

(代
替
案
)

を
す
べ
て
否
定
す
る
考
え
が
復
活
し
、
真
摯
な
検
討
の
妨

げ
に
な

っ
た
。

(注
)
遊
水
地
十
八
㎞
に
つ
い
て
は
了
解
し
て
い
る
。

流
域
外
の
人
た
ち
を
犠
牲
に
す
る
ミ
ニ
放
水
路
計
画
は
、

単
な
る
被
害
の
転
嫁
で
あ
り
、
社
会
の
不
安
定
要
因
を
惹

起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

山
田
委
員
長
は
、
答
申
を
ま
と
め
る
に
あ
た

っ
て
、
次

の
補
足
説
明
を
追
加
し
た
。

委
員
の
意
見
が

一
致
し
な
か

っ
た
の
で
、
止
む
を
得
ず

ミ

ニ
放
水
路
計
画
を
残
し
た
こ
と
、
そ
れ
は

「他
の
案
が

著
し
い
効
果
を
果
た
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
段
階
で
新
た

な
検
討
事
項
と
す
る
」
と
し
、
両
論
併
記
で
は
な
く
優
先

順
位
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
流
域
外
対
策

(
ミ
ニ
放

水
路
計
画
)
が
将
来
の
治
水
対
策
の
進
展
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
、
知
事
に
特
別
の
配
慮
を
求
め
る
こ
と
、
な
ど

で
あ
る
。

そ
し
て

「
こ
の
表
現
が
結
論
の
限
界
で
あ
る
」
と
し
て
、

妥
協
の
限
界
に
よ
る
苦
渋
の
選
択
だ

っ
た
こ
と
を
滲
ま
せ

て
い
る
。

河
川
工
学
は
、
小
林
委
員
会

に
お
い
て
も
ミ
ニ
放
水
路

計
画
を
残
す
た
め
の
、
姑
息
な
提
案
を
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
堤
防
強
化

(遊
水
地
併
用
)
案
に
賛
成
し
な

が
ら
も

「河
川
整
備
基
本
方
針
に
ミ
ニ
放
水
路
計
画
を
位

置
付
け
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

河
川
整
備
基
本
方
針
は
、
国
で
策
定
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
過
大
な
基
本
高
水
流
量
の
見
直

し
の
障
害
に
な

っ
て
き
た
。

こ
の
と
き
の

「河
川
整
備
基
本
方
針
に
か
か
わ
る
事
項

は
、
委
員
会

へ
の
諮
問
事
項
で
は
な
い
」
と
の
河
川
工
学

の
発
言
と
、
今
回
の

「河
川
整
備
基
本
方
針
に
ミ
ニ
放
水

路
計
画
を
位
置
付
け
る
」
と
い
う
矛
盾
し
た
提
案
は
、
理

解
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。

他
の
委
員
か
ら
は
、
二
本
立

て
に
対
す
る
反
論
が
相
次

ぎ
、
委
員
長
は
両
論
併
記
を
し
な
い
と
明
言
し
た
。

結
局
、
小
林
委
員
長
か
ら
提
案
さ
れ
た

「委
員
会
の
結

論

(案
)
」
1
堤
防
強
化

(遊
水
地
併
用
)
案
ー
が
承
認

さ
れ
、

一
応
の
決
着
は
見
た
が
、
こ
の
先
委
員
会
に
提
案

さ
れ
る
予
定
の

「提
言
書

(案
)」

の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
、

河
川
工
学
が
ど
こ
ま
で
抵
抗
す
る
か
と
い
う
不
透
明
な
部

分
は
残
さ
れ
て
い
る
。

三

山
田
委
員
長
の
苦
心
の
答
申

山
田
委
員
長
は
、

一
日
で
も
早
く
治
水
対
策
が
進
展
す

る
こ
と
を
願

っ
て
い
た
。
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こ
の
た
め
、
答
申
を
原
因
と
す
る
膠
着
状
態
は
、
ど
う

し
て
も
避
け
た
か

っ
た
。

ま
た
、
学
者
と
し
て
の
良
心
を
貫
き
た
か

っ
た
。

河
川
工
学
の
妨
害
に
合
い
な
が
ら
も
、
そ
の
信
念
を
い

か
に
貫
い
た
か
…
熊
木
の
独
断
的
判
断
を
お
許
し
い
た
だ

き
た
い
。

合
流
点
整
備
の
計
画
立
案
に
つ
い
て

「最
新
の
技
術
を
駆
使
し
て
可
能
な
限
り
小
規
模
工
事

で
関
係
住
民
の
合
意
が
得
ら
れ
る
も
の
を
…
」
と
し
て
い

る
。
(注
)
「
最
新

の
技
術
」、
「小
規
模
工
事
」

と
の
表
現

は
意
味
深
長
に
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
流
点
に
お
け
る
対
策
と
し
て
検
討
し
た
五
案
を
列
記

し

「
必
ず
し
も
こ
れ
ら
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
最
良
の
対

策
案

の
検
討
を
」
と
し
て
い
る
。

(注
)
小
林
委
員
会

で
河
川
工
学
が
発
言
し
た
よ
う
な

「五
案
が
最
良
」
と
い
う
記
載
は
な
い
。

さ
ら
に

「
国
際

コ
ン
ペ
な
ど
も
視
野
に
入

れ
て
、
最
も

良
い
整
備
計
画
が
立
案
さ
れ
る
よ
う
に
」
と
し
て
い
る
。

(注
)
国
内

コ
ン
ペ
で
は
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
と
旧
建
設

省
と
の
癒
着
が
あ

っ
て
信
用
で
き
な
い
と
の
判

断
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

新
遠
浅
川
案
の
よ
う
な
流
域
外
対
策
案

「
(流
域
内
対
策
が
)
万

一
著
し
い
効
果
を
果
た
さ
な
い

と
判
断
さ
れ
た
段
階
で
、
新
た
な
検
討
事
項
と
し
て
取
り

上
げ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
」
と
し
て
い
る
。

(注
)
開
発
局
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
堤
防
強
化
(
遊
水

地
併
用
)
案
は

「著
し
い
効
果
を
果
た
さ
な
い
」

も
の
で
は
な
い
。
河
川
工
学
は
、
自
ら
検
証
し

よ
う
と
も
せ
ず
に
、
強
引
に
解
釈
し
て
新
遠
浅

川
案
を
残
そ
う
と
し
て
い
る
。

千
歳
川
放
水
路
計
画
ル
ー
ト
上
の
関
係
住

民
に
対
し
て

「将
来
設
計
に
支
障
が
生
じ
た
こ
と
に
対
し
て
、
今
後

十
分
に
配
慮
し
誠
意
を
持

っ
て
対
応
す
る
こ
と
」
と
し
て

い
る
。
流
域
外
対
策
を
残
し
た
こ
と
に
つ
い
て

「
こ
の
こ
と
が
、
治
水
対
策
の
進
展
の
妨
げ
に
な
ら
な

い
よ
う
、
知
事
の
特
別
な
配
慮
を
求
め
る
」
と
し
て
い
る
。

(注
)
山
田
委
員
会
か
ら
小
林
委
員
会

へ
横
滑
り
し
た

二
人
の
委
員

の
う
ち

一
人
が
河
川
工
学
で
あ
る
。

こ
の
委
員
は
、
答
申
の
意
図
す
る
こ
と
を
理
解

せ
ず
、
石
狩
川
河
道
移
設
案
な
ど
を
、

「
最
良

の
方
法
と
し
て
選
択
し
た
」
な
ど
と
事
実
と
違

う
発
言
を
繰
り
返
し
、
新
遠
浅
川
案
を
強
引
に

残
そ
う
と
し
て
い
る
。

四

新
し
い
治
水
計
画
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

治
水
計
画
は
、
環
境
問
題
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的

・
経

済
的

・
文
化
的

・
歴
史
的
、
そ
の
他
、
様
々
な
分
野
か
ら

多
角
的

・
総
合
的
な
検
討
を
加
え
て
策
定
す
べ
き
も
の
で

あ

っ
て
、
河
川
工
学
の
技
術
論
の
み
が
優
先
し
て
は
な
ら

な
い
。
旧
建
設
省
は
、
ダ
ム
以
外
の
対
策
で
は
容
易
に
調
節
で

き
な
い
過
大
な
計
画
洪
水
流
量

(基
本
高
水
流
量
)
を
策

定
し
、
ダ
ム
必
要
論
を
構
築
し
て
い
る
。

(注
)
過
大
な
計
画
洪
水
流
量
は
、
流
出
モ
デ
ル
の
貯

留
関
数
法

に
お
い
て

「降
雨
量
の
引
き
伸
ば
し
」

と

「
カ
バ
ー
率

一
〇
〇
%
の
採
用
」
に
よ
っ
て

算
出
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ダ

ム
を
技
術
的
な
問
題
か
ら
検
証
す
る
と

「計
画
を
超
え
る
洪
水

で
は
調
節
不
可
能
と
な
り
下
流
に

甚
大
な
損
害
を
与
え
る
」、
「堆
積
土
砂
に
よ
り
機
能
を
失

っ

た
廃
ダ
ム
群
が
後
世
に
甚
大
な
損
害
を
与
え
る
」
「
短
周

期
の
洪
水
波
や
波
浪
に
よ
る
流
入
量
の
計
測
誤
差
の
発
生

お
よ
び
錯
誤
や
誤
動
作
に
よ
る
過
放
流

(流
入
量
を
上
回

る
放
流
)
で
、
下
流

に
人
工
洪
水
に
よ
る
水
害
を
発
生
せ

し
め
る
」
と
い

っ
た
解
決
不
可
能
な
重
大
な
欠
陥
が
実
証

さ
れ
て
い
る
。

「計
画
洪
水
流
量
さ
え
調
節
で
き
れ
ば
良
い
」
と
い
う

も
の
で
は
な
い
し

「計
画
洪
水
流
量
を
上
回
る
洪
水

(
に

よ
る
水
害
の
発
生
)
は
想
定
外
で
あ
る
か
ら
河
川
行
政
の

責
任
は
及
ば
な
い
」
と
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

「河
川
氾
濫
」
を
前
提
と
し
た

「
自
然
と
共
存
す
る
治

水
」
(
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
、
河
川
審
議
会
答
申
)
は
、

地
元
住
民
が
選
択
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
土
地
利
用

の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は

(住
民
合
意
の
上

に
)
自
治
体
が
決
め
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
河
川
工

学
の
技
術
論
を
超
え
た
問
題
で
あ
る
。

(注
)
旧
建
設
省
内
部
の
政
策
部
門
で
は
新
し
い
考
え

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
技
術
部
門
は
旧
態

依
然
と
し
て
変
わ
ら
ず
、
河
川
行
政
や
河
川
工

学
、
国
民

に
混
乱
を
招
い
て
い
る
。

五

河
川
審
議
会
の
答
申
を
歪
め
て
い
る
河
川
行
政
の
変

質総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進
方
策

に
つ
い
て
の
中
間
答

申

(
一
九
七
七
年
六
月
、
河
川
審
議
会
)

旧
建
設
省
は
、

こ
の
答
申
を

「都
市
部
の
小
流
域

へ
の

適
用
が
目
的
」
と
し
て
、
北
海
道
で
は
札
幌
市

の
伏
篭
川

を
総
合
治
水
対
策
特
定
河
川
事
業
対
象
河
川
に
指
定
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
は
間
違
い

(変
質
)
で
あ
る
。

た
と
え
ば

「流
域
開
発
に
よ
る
洪
水
流
出
量
及
び
土
石

流
出
量
を
極
力
抑
制
し
、
河
川
流
域
の
持

つ
べ
き
保
水
、

遊
水
機
能
の
維
持
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
」
、
「流
域
の
保

水
、
遊
水
機
能
を
確
保
す
る
流
出
抑
制
手
法
の
開
発
と
そ
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〈資料4小 林委員会の求めに応 じて提出〉

千歳川流域治水対策全体計画検討委員会

委 員 長 小 林 好 宏 様

2001年12月17日

㈹北海道自然保護協会

会長 俵 浩三

千歳川流域治水対策 「堤防強化(遊水地併用)案」にっいての意見

千歳川流域治水対策 は、石狩川治水対策 として石狩川全流域 で対応すべきであり、

その ことは従来か ら千歳川放水 路計画の代替 案と して意見を述 べて きた とお りで

す。

今回の 「堤防強化(遊 水地併用)案 」 に、 この視点 が欠けているのは残念 な ことで

すが、千歳 川流域の治水対策 に限 って言 えば、基本 的には当協会 の提案 に近 い も

のであ り、大 規模 な地形改変 を伴 う 「合流点対策」、 自然環境を破壊 す る 「新遠

浅川方式」 よ りも合意 の得 られ易 い、遙 かに優 れた対策 であると考 えています。

「堤 防強化(遊 水地併用)案 」 に対 する千歳川流域 の各 自治体 や各期成会 などの反

対 は、 「新遠浅川方式」が選択肢 として残 ってい るたあで、 これ につ いて は前検

討委員会 の報告書 においても、治水対策 の検討 の障害 になることを懸念 して、知

事 に格段 の配慮 を求 めて います。

「堤防強化(遊 水地併用)案 」の優れ た点 は、以下 のとおりです。

1.計 画水位を高 くす ることによ って千歳川 の流下量を増大 させ、 それに よ って

遊水地 の規模や内水氾濫 を軽減 させ ることがで きる

2.流 域 外の人たちに被害(犠 牲)を 転 嫁させない

3.自 然環 境への影響 が、「合流点対策」「新遠浅川方式」 よ りも格段 に少 ない

なお 「合流点対策」「新遠浅川方式」 では、計画 を上 回る洪水 に よ り千 歳川 の

水位が計画を上回 った場合、破堤す る危険性が高 くな るとい う欠陥があります。

今回の意見募集 において、募集期間が短期間であ った こと、 公開 された検討資料

で は、特に三案比較表の中のデー タについて、 その根拠が不 十分であ ること、な

ど改善すべ き点があ ることを指摘 してお きます。

「堤防強化(遊 水地併用)案 」 を進 あ るにあた って留意 すべ き点 は、別紙 のとお り

考え られ るので、補足意見 とします。

記

別紙 「堤防強化(遊水地併用)案」に対する補足意見

の
治
水
上
の
効
果
の
検
討
」
な
ど
の
記
述
は
、
河
道
の
み

が
計
画
対
象
だ

っ
た
従
来

の
治
水
計
画
を
、
流
域
全
体
を

対
象
に
す
る
よ
う
改
め
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
他
、
水
害
に
安
全
な
土
地
利
用
方
式
、
建
築
方
式

の
設
定
、
水
防

・
避
難
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
触
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
治
水
計
画
の
進
捗
概
念
は
、
計
画
洪
水
流
量

を

「流
域
分
担
流
量
」
と

「河
道
分
担
流
量
」
と
に
分
け
、

さ
ら
に

「流
域
分
担
流
量
」
を
保
水
地
域
処
理
流
量

・
遊

水
地
域
流
量

・
低
地
地
域
流
量
に
分
け
て
分
担
さ
せ
る
、

「河
道
分
担
流
量
」
は
河
道
処
理
流
量
と
河
川
域
貯
留
流

量
に
分
け
て
分
担
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る

(河
川

恥
四
〇
七
、
萩
原
兼
脩
)。

(注
)
ダ
ム
建
設
を
主
体
と
す
る
現
在
の
治
水
対
策

で

は
、
「流
域
分
担
流
量
」
や

「
保
水
地
域
処
理

流
量
」
が
全
く
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
抜
け
落
ち

て
い
る
。

超
過
洪
水
対
策
及
び
そ
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
の
答
申

(
一
九
八
七
年
三
月
、
河
川
審
議
会
)

計
画
の
規
模
を
上
回
る
洪
水

へ
の
対
策
が
無
け
れ
ば
、

甚
大
な
被
害
に
よ
り
地
域
の
壊
滅
を
招
く
恐
れ
が
生
ず
る
。

ダ
ム
に
よ
る
治
水
が
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。

河
川
審
議
会
で
は
、
超
過
洪
水
対
策
に
つ
い
て
、
破
堤

し
な
い
堤
防

(高
規
格
堤
防
)、
高
床
式
住
宅
の
建
設
、

既
存
住
宅
の
土
台
嵩
上
げ
、
土
地
利
用
及
び
建
築
方
式
の

設
定
、
旧
堤
な
ど
の
二
線
堤

・
輪
中
堤
の
保
全
、
避
難

・

救
助
対
策
の
強
化
、
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
従
来

の
河
道
中
心
の
治
水
計
画
を
反
省
し
、

計
画
を
上
回
る
洪
水

で
の
氾
濫
を
想
定
し
た
治
水
対
策

(超
過
洪
水
対
策
)
の
必
要
性
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
河
川
の
持

つ
文
化
的
価
値
が
再
認
識
さ
れ
、
水
辺
空

間
が
都
市
の
生
活
環
境

に
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
を
も
た

ら
す
貴
重
な
空
間
と
し
て
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
」

こ
の
答
申
も
、
総
合
的
治
水
対
策
と
同
様
に
、
全
く
生

か
さ
れ
て
い
な
い
。

多
自
然
型
川
づ
く
り
の
実
施
要
領

(
一
九
九
〇
年
十

一

月
、
旧
通
産
省
通
達
)

具
体
的
な
技
術
指
針
は
な
い
が

「
そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
技

術
者
の
才
覚
で
、
多
自
然
型
川
づ
く
り
の
理
念
に
合
致
す

る
、
自
然
豊
か
で
美
し
い
風
景
を
生
み
出
す
川
づ
く
り
を

進
め
る
」
た
め
の
通
達

で
あ
る
。

今
後
の
河
川
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
答
申

(
一
九

九
五
年
三
月
、
河
川
審
議
会
)

こ
こ
で
は
、
生
態
系

・
親
水
性

・
河
川
景
観
な
ど
の
多

自
然
型
川
づ
く
り
、
合
理
的
な
合
意
の
形
成
な
ど
の
重
視
、

住
民

・
地
方
公
共
団
体

・
関
連
す
る
他
行
政
な
ど
と
の
連

携
と
協
調
、
様
々
な
学
識
経
験
者
の
協
力
な
ど
の
重
要
性

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

流
域
で
の
対
応
を
含
む
効
果
的
な
治
水
の
在
り
方
に
つ

い
て
の
中
間
答
申

(
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
、
河
川
審
議
会
)

「河
川
氾
濫
」
を
前
提
と
し
た

「自
然
と
共
存
す
る
治
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〈資料4別 紙〉

「堤防強化(遊水地併用)案」に対する補足意見

別 紙

1.堤 防の強化範 囲について

堤防の強化 は本流のみ とし、排水路や支流にっいては締切水門を設置す ること。

ただ し支流 にっ いて は、堤防の強化 と締切水門の設置 との比較検討が必要であ

る。

2.堤 防強化の方法について

外水面で の大規模な土木工事や薬剤 によ る基礎処理は、濁水の流下によ る河川

環境へ の悪影響や、堤防の弱体化の危険性があ るたあ、極力避 けること。

内水面 において は、基礎処理 に間伐材を利用、丸太 くい打ち ・筏工法によ る堤

防 の沈下 ・すべ りにつ いて、 その効果を検証 し、そのデー タを公 開す るこ と。

近辺で採取で きる粘土を利用 して、堤防の漏水を防止す ること。

軟弱 な地盤 には柳、連結 ブロックによ る護岸が有効であ る。

外水面の護岸 には、柳を利用す ること。

凌深 などで内水面が裸地 ・草地にな ってい る箇所へ は、早急に柳を植栽す るこ

と。

水衝部の低水路の護岸 につ いて は、連結 ブロック工法を検討す ること。

死水域 を設 けて葦な どを植栽 し、河川環境の保全 ・復元を計 ること。

3.遊 水地 について

内水 と外水を明確に区別す るの は困難であ る。

たとえば、南幌町 ・長沼町の水 は、千歳川の水位が6mを 越 え ると千歳 川 の水

が逆流 して くるが、 この時点で締切水門を閉めて排水ポ ンプで排水す ることに

なる。

これ は内水 を排水 して いるのだが、外水の計算の中に含 まれてい る。

したが って、外水の ほか内水を遊水地に入れ ることは当然であ り問題ない。

遊水地の方式 にっ いて、越流堤か、水門か は検討の余地があ るほか、種々の方

式が考え られ るので、地元住民の選択を尊重 されたい。

4.締 切水 門の設 置について

石狩川合流点付近への締切水門の設置 は、堰柱や敷居の影響によ り千歳川の流

下能力を減少 させ る。

堤防の強化 ・一部嵩上げ工事でのデー タによ っては、締切水門が不要 となる。

5.樹 林帯(水 害防備林)の 設置 について

堤防か らの越流によ る破堤防止のため、堤 防の内水側に樹林帯(水 害防備林)を

設置す ること。

六

河
川
行
政
の
変
質
の
原
因

こ
う
し
た
河
川
行
政
の
変
質

に
は
、
旧
建
設
省

・
国
土

交
通
省
全
体
に
も
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
よ

い
。

水
」
と
言
い
換
え
た
方
が
分
か
り
易
い
。

こ
う
し
た
方
針
は

「河
川
審
議
会
答
申
の
流
れ
の
中
で
、

無
理
な
く
自
然
か

つ
必
然
的
に
至

っ
た
結
論
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
対

し
て
旧
建
設
省

の
幹
部
は
、

こ
の
答
申
を

「小
流
域

へ
の
適
用
が
目
的
」
と
説
明
し

「
治
水
ダ

ム
の

必
要
性
は
変
わ

っ
て
い
な
い
」
と
強
弁
し
て
い
る
。

大
規
模
公
共
事
業
が
欲
し
い
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
、
お
い
し

い
生
活
が
欲
し
い
天
下
り
官
僚
、
研
究
費
が
欲
し
い
学
者
、

口
利
き
料
が
欲
し
い
政
治
家
、
こ
れ
ら
は
腐
敗

・
堕
落

・

癒
着
に
満
ち
満
ち
て
お
り
、
国
民
の
税
金
を
湯
水
の
よ
う

に
浪
費

・
私
物
化
し
、
国
民
の
福
祉
を
犠
牲

に
し
て
い
る

も
の
で
、
イ
ン
テ
リ
ヤ
ク
ザ
の
世
界
よ
り
恐
ろ
し
い
。

貧
困
を
理
由
と
す
る
自
殺
者
が
激
増

(三
万
人
/
年
)

し
て
い
る
最
中
、
高
齢
者
の
低
所
得
層
か
ら
薄
衣
を
剥
ぎ

取
る
よ
う
に
増
税
し

(医
療
費
、
介
護
保
険
な
ど
第
二
の

税
金
を
含
む
)
、
高
額
所
得
者

へ
は
恐
ろ
し
い
ほ
ど

の
減

※
追

記
第
二
〇
回
小
林
委
員
会

(
二
月
二
十
三
日
)
に
お
い

て
、
ミ
ニ
放
水
路
計
画

(新
遠
浅
川
案
)
は
提
言
書
か

ら
完
全
に
削
除
さ
れ
た
。

参

考

文

献

洪
水
と
治
水
の
河
川
史

・
大
熊
孝

(平
凡
社
、

八
年
)

九
八

税
を
行

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
犯
罪
そ
の
も
の
と
言

っ
て
よ
い

(現
行
の

法
制
度
で
逮
捕
す
る
の
は
困
難
で
は
あ
る
が
…
)。

日
本
の
実
態
は
、
ジ

ニ
ー
係
数

で
比
較
す
る
と
、
先
進

国

で
最
も
貧
富
の
差
の
激
し
い
米
国
を
、
さ
ら
に
上
回

っ

て
い
る
と
言
う
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
意
思

に
よ

っ
て
政
治
と
政
治
家
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
:
℃
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